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国際陸連CECSレベル2コーチコース

IAAF Coaches Education & Certification System,  
Level 2 Coaches Course

田中　悠士郎

Yujiro  TANAKA

国際陸連CECSとは？

国際陸上競技連盟（IAAF：以下、国際陸連と
する）は、国際的に共通した指導法について、国
際陸連コーチ教育認証制度（IAAF Coaches 
Education & Certification System：以下、CECS）
を設定し、指導者資格の認証を行っている。CECS

は英語、フランス語、スペイン語、アラビア語、
中国語、ロシア語、ポルトガル語の７ヶ国語で展
開されている。国際陸連では、アスリート育成に
ついて年齢や競技経験を基に Kid’s Athletics, 
Multi -Events, Event Group Development, 
Specialisation, Performanceの５つのステージに
分けて捉えられている（図１）。これに合わせて

国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科（Graduate School of Sport Systems, Kokushikan University）

通　信

図１　選手の発育・発達段階とIAAF CECSの関連　＊IAAFオフィシャルホームページより転載
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CECSでは、各ステージに合わせた指導法が学習
できるようにレベル１～５まで設けている。ただ
し、レベル１～４までが資格認証であり、レベル
５はアカデミーとして存在している為、資格認証
はなく講習のみとなる。CECSは、レベル１もし
くは、レベル２から受講を開始することが許され
ている。CECSの長期目標としては、各国が国際
基準を充たしたコーチを確保し、陸上競技におけ
る指導現場を可能な限り有効的な場にすること、
そして各地域および各国が外国人指導者に依存す
ることなく、その現地（国もしくは、地域）出身
のコーチを教育するための環境を保有することで
ある。

各レベルの概要

＊CECSレベル１
レベル１は、キッズ・ユースコーチ（６～ 15歳）

の養成プログラムである。キッズ向けに走・跳・
投の遊びについて教材を使用した指導法、簡単で
安全な教材づくり等を行うワークショップ、指導
法プレゼンテーション、全ての種目の基礎的な技
術を紹介するデモンストレーションなどについて
10 日間の講習を受ける。講師は、国際陸連が認
定する講師２名（日本人）で行われ、言語は日本
語である。

＊CECSレベル２
レベル２は、ジュニア・クラブコーチの養成プ

ログラムである。全ての競技種目についての講義
と実技講習、 指導法プレゼンテーションなどを
14 日間に亘って行う。レベル１とは異なり、国
際陸連から外国人講師が派遣され、教材および試
験問題や一部の講習は英語である。レベル３以上
を受講するためには、このレベル２で規定以上の
成績を獲得することが必要となる。

＊CECSレベル３
レベル３以上は、 国際陸連地域発展センター

（RDC）で開催され、前述した７ヶ国語の中から
言語を選択できる。わが国の場合、RDC 北京の
管轄にあるので、英語および、中国語での受講に
なる。

レベル３では、“Sprints and Hurdles”、“Middle 
and Long Distance Running”、“Race Walks”、

“Jumps”、“Throws”、“Combined Events”とい
う各イベントグループに分かれ、各コーチの専門
に合わせて受講する。受講者の大半はレベル４へ
進むことが考えられている為、レベル３のシラバ
スは、イベントグループ特有の要素に加え、全て
の種目に共通する中心的な要素を含んでいる。こ
のコースを修了する際には、年間トレーニング計
画の作成が可能になるほか、アスリート個々の能
力に合わせて、イベントグループ内の種目から適
正な種目を識別し、競技会に参加できるアスリー
トの育成が可能となる。

＊CECSレベル４
レベル３で獲得した経験や知識に基づき、イベ

ントグループ別にハイレベルコーチを養成するた
めのコースである。レベル３と同様に種目の特異
的な要素を含んでいるが、よりイベントグループ
共通の中心的な要素が最新の研究と共に提供され
る。また、選手育成計画を複数年での年間計画を
作成し実行することが可能となる。

＊CECSレベル５
近年、陸上競技における主要選手の成長を支え

ているのは、2004 年に IAAF アカデミーを導入
したことにより、最も重要とされる教育的率先が
実現し、最高レベルの専門教育が提供できた為だ
と考えられている。この実現に向けて、加盟担当
局はIAAFの選ばれた専門家として、実践的な経
験とスポーツ科学における学問的な厳密さを兼ね
備えたコースを提供するために世界的に評価が高
く、認められた大学との連携を確立した。IAAF
アカデミーでは、 現在“Chief Coach”、“Elite 
Coach”、“Coaching Development Director”の
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３コースを提供している。アカデミーは各種目に
おける、有能で高いレベルの個人とチームを輩出
する環境や、多シーズンにわたり革新的なコーチ
環境開発の為、実践経験や関連知識の理解を提供
することを意図とする。

CECSレベル２シラバス

レベル２コースは、合計 65 ユニットを含むシ
ラバスに添い、全てのユニットはトピックに準じ
た内容であり、また参加者のニーズに応じて変化
させて行われる。各ユ
ニットの講習時間は、
少なくとも 45 ～ 90 分
で行われる。

初めにRun、Jump、
Throw といった競技
分野の基礎について、
種目紹介・競技用具紹
介等の簡単な体験学習
をする。その後、各競
技種目についての講習
を受ける。各競技種目
は３つのユニットで構
成され、第１ユニット
では、その種目につい
ての説明と段階的指導
法および、安全への配
慮などがより具体的か
つ実践的に行われる。
そして、第２ユニット
においては、その競技
種目についての専門的
なコーチングセオリー
について講義形式で学
習する。さらに第３ユ
ニットでは、実践的な
コーチングをいくつか
のグループに分けて行

い、各グループ１名がコーチとなり、それ以外は
アスリートという形式で行われる。この第3ユニ
ットは、２週目以降においては、実際にコース講
師による評価が行われ、参加者の成績に反映され
る。

レベル２には、表１にあげる実践的、理論的な
トピックが含まれ、“Introduction to Coaching – 
The Official IAAF Guide to Teaching Athletics”、

“Run! Jump! Throw! – The Official IAAF Guide 
to Teaching Athletics”を使用して講習が展開さ
れる（図２）。

表１　レベル２シラバス

図２　 CECSレベル２教材（Introduction to Coaching−the Official IAAF Guide to Coaching 
Athletics, Run! Jump! Throw!−The Official IAAF Guide to Coaching Athletics）
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評価方法

参加者は全てのユニットに参加し、さらには全
種目の技術的なフォームの紹介も含め、簡単なデ
モンストレーションができなくてはならない。筆
記試験は、英文で作成された問題を90分間で50
問解答し、25問以上の正解で“２”、34問以上の
正解で“３”、45問以上の正解で“４”の評価を
受ける。また実技試験については、
２週目以降の“第３ユニット”の
種目（20点満点で評価）を２回、
さらに、最終実技試験において各
参加者が選択した種目（60 点満
点）の結果を合算し評価され、50
点以上で“２”、67点以上で“３”、
89点以上で“４”の評価を受ける。

そして、最終的に筆記試験と実
技試験の結果がそれぞれ４段階で
評価され、“２”以上の評価を受
けたものがCECSレベル２コーチ
として認定される。

国際陸連CECSレベル２コー
チコースin東京2009

今回、このCECSレベル２コー
チコースは国際陸連、 国際陸連
RDC北京、日本陸上競技連盟（主
管 : 普及育成委員会）の主催で行
われ、開催期間は 2009 年８月 17
日から 30 日の 14 日間であった。
また、講師として国際陸連から、
帳英波氏（国際陸連認定講師、コ
ースディレクター：北京体育大学
教授）、小林敬和氏（国際陸連認
定講師 : 中央学院大学教授）が派
遣され、味の素ナショナルトレー
ニングセンター（東京都北区西が
丘）において実施された（図３）。

受験資格は、年齢23歳から50歳未満で、日本陸
上競技連盟登録者、すべての実技デモンストレー
ションが可能な体力水準を有する者、初歩的な英
語でのコミュニケーションが可能な者であり、全
日程の受講が義務である。この講習においては、
定員が設けられており、国際陸連の規定によって
24 名以内となっている。実際の受講者数は、ク
ラブチームのコーチ、大学の競技部コーチ、教員、

図３　CECSレベル２の講師と参加者

図４　CECSレベル２の資格認定証（裏面に国際コーチNo.と成績が記載されている）
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トップアスリート、大学院生、など 17 人が参加
した。 この参加者の中で 14 日間の講習を終え、
レベル２コーチとして認定されたのは 16 人であ
った。認定者（合格者）には、国際陸連より国際
コーチNo.が交付された（図４）。

資格認定後の活動として

CECSの資格を取得したメンバーは、それぞれ
の環境で指導現場において実践およびスキルアッ
プを図るわけだが、 取得後の研修も兼ねて、
CECSレベル１の指導法プレゼンテーションにア
スリート役としての参加、“平成21年度「体育の
日」中央記念行事　スポーツ祭り2009”（JOC主
催）における‘KID’S　Athletics競技会’、‘オリ
ンピアンによる陸上競技クリニック’でのアシス
タントなどに参加した。もちろん、これらの活動
は任意の参加となるが、CECSで培った知識やテ
クニックを再認識し、スキルアップやコーチ同士
の情報交換の場として非常に大きな役割を担って
いる。

CECSレベル２を取得して

このCECSレベル２では、14日間という期間に
亘り、幅広く陸上競技のコーチングについて学ん
だ。14 日間の中で最も多く出てきたキーワード
は“Athletes First, Winning Second”である。
この意味は、そのままで勝利至上主義にならず、
常に選手の事を考え、選手の為に指導をするべき
だということ。もちろん勝敗の経験から学ぶこと
は多々あり、“勝利を求めるな！”という意味で
はなく、“勝ちを最優先にするな”ということで
ある。シンプルな言葉であるが、意味深く、指導
者としての大事な心得である。また、コーチング
スキルを学ぶにあたり、特に注意を呼びかけられ
たのが、“安全への配慮”であった。これは、選
手に対してはもちろん、指導者側の安全確保につ
いても指導を受けた。例えば、やり投を指導する
場合、必ず穂先を下に向けて移動し受け渡しを行
う。そして、投てき練習の際には、投てきエリア
設け、投てき物の回収時以外投てきエリアおよび
投てき方向には立ち入らず、セーフティーエリア
で待機する（図５）。さらには、やりを回収する

図５　やり投げの指導におけるセーフティーエリアの一例
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際には、やりの後方に立ち、ただ引き抜くのでは
なく側方に立ち、やりのしっぽを片方で握り、も
う片方の手でグリップを握り抜きだす（図６）。
これにより、やりを回収する際にやりの後方から
近づき、万が一つまずき、身体に刺さらないよう
にするためである。実際、このようなケースの事
故が、現場で起きている。指導現場において、事
故が発生しないよう、このCECSでは“安全への
配慮”について厳しく指導される。

また、技術的な指導法に関しても“簡単なもの
から難しいものへ”というような段階的指導や、

“アドバイスは簡単に簡潔に１つか２つ” など、
基本的な事から専門的な理論まで幅広く学んだ。
補足ではあるが、各種目に関する技術的指導法や
トレーニング指導法について、CECSレベル２で
使用される教本（旧レベル1の教本）の解説が日
本陸上競技連盟オフィシャルマガジンである“陸
上競技マガジン”において 25 回（2007 年５月～
2009年５月）に亘って連載されている。

今回、このCECSを一緒に受講した参加者はオ
リンピアンや現役トップアスリート、大学コーチ、
高校教員、クラブコーチ、大学院生など年齢や職

業等もさまざまであった。この14日間という日々
を通して、陸上競技の理論や教材研究などについ
て学習や意見交換を行った。また、指導法プレゼ
ンテーションの練習やトレーニング方法など他の
受講者から学んだ事は大きかった。このCECSレ
ベル２では、教材、講師、仲間、開催場所などす
ばらしい環境で集中的にコーチングについて学ぶ
事ができ充実したものであった。今後も、CECS
で得た知識や経験を実際の現場で生かすととも
に、スキルアップできるようコーチングについて
学んでいきたいと思う。
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図６　CECSで指導されるやりの回収手順




